
 

 

令和７年度岩手県リハビリテーション協議会 

令和７年度以降の地域リハビリテーションの推進に向けた取組について 

所属名：障がい保健福祉課 

【取組（予定）事業名】 

在宅進行性筋萎縮症者指導事業 

【事業目的】 

進行性筋萎縮症（進行性筋ジストロフィー症など）に罹患している身体障がい者の障がいの

程度・状態等について専門医による診査を行うとともに、必要な相談指導、訓練を行い、もっ

てその福祉の増進を図ることを目的とする。 

【実施（予定）時期】 

例年６月～10月 

【事業内容】 

進行性筋萎縮症専門の医療機関を持たない本県において、進行性筋萎縮症に罹患している県

内居住の身体障がい者（児）であって専門医療機関における受診の機会が少ない者を対象とし

た巡回型指導事業を県内４地区６会場で実施する。 

１ 指導内容 

(1) 専門医による診査及び指導 

(2) 理学療法士によるリハビリテーション指導 

(3) その他必要な事項 

※独立行政法人国立病院機構仙台西多賀病院から、医師、理学療法士、医療ソーシャルワ

ーカー及び看護師の派遣協力を得て実施。 

２ 参考：令和７年度事業実施スケジュール 

県北第１回 ７月 11日（金）一戸町総合福祉センター（一戸町） 

沿岸第１回 ８月７日（木） 独立行政法人国立病院機構釜石病院（釜石市） 

県南第１回 ９月２日（火） 独立行政法人国立病院機構岩手病院（一関市） 

県北第２回 ９月 9日（火） 久慈地区合同庁舎（久慈市） 

県央第１回 10月 20日（月）独立行政法人国立病院機構盛岡医療センター（盛岡市） 

県央第２回 10月 30日（木）ふれあいランド岩手（盛岡市） 

３ 県リハビリテーション支援センター及び広域支援センターにお願いしたいこと 

進行性筋萎縮症患者等本事業によるリハビリテーション指導等のニーズのあり方につい

て、情報提供をお願いしたい。 

 

【担当】障がい福祉担当 金野       

電 話 019-629-5448      

e-mail na-konno@pref.iwate.jp 
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令和７年度岩手県リハビリテーション協議会 

令和７年度以降の地域リハビリテーションの推進に向けた取組について 

所属名：障がい保健福祉課 

【取組（予定）事業名】 
失語症者向け意思疎通支援事業 

【事業目的】 
失語症者の日常生活の在り方を理解し、意思疎通を支援するために必要な知識及び技術を習

得した失語症者向け意思疎通支援者を養成・派遣し、日常生活上の外出場面にて意思疎通の支

援を行う。 
【実施（予定）時期】 
例年５月～10月 （試行派遣は通年） 

【事業内容】 

以下の事業を一般社団法人岩手県言語聴覚士会に委託して実施。 

 

１ 支援者養成研修（42時間） 

(1) 失語症及び関連障がいの理解 

(2) コミュニケーション・外出同行等の支援技法 

(3) 意思疎通支援の実習 

※令和３年度の事業開始以降の修了者累計 33名 

 

２ 支援者派遣事業（試行） 

失語症者の社会参加促進とともに、研修修了者の意思疎通支援技術の一層の向上を図るた

め、失語症サロン等の場に研修修了者を派遣し、意思疎通支援を試行実施する。 

【令和７年度実績（見込）】 

①10月19日 失語症友の会での会話支援（支援者９名が参加） 

②12月21日 失語症友の会での会話支援（ 同 11名が参加） 

 

３ 県リハビリテーション支援センター及び広域支援センターにお願いしたいこと 

県リハビリテーション支援センター及び広域支援センターによる会議、研修会等の場にお

いて、失語症への理解を促進する機会を設けることについて協力をお願いしたい。 

 

 

 

【担当】障がい福祉担当 高橋         

電 話 019-629-5445        

e-mail s.takahashi@pref.iwate.jp 

 

 


